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アメリカ進出を目指す企業と
　　日本の医療機器会社の課題

イノベーション時代の新グローカル戦略
 ― ジェトロ浜松の海外ビジネス支援事業 ―
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アメリカ在住。静岡大学客員教授。
大学卒業後に日本の製造業に勤務し、海外駐在後に、アメリカ・

カリフォルニア州にて医療機器販売会社で起業。医療機器や福祉機器の販売会社を
経営し、後に工場をM&A して世界25カ国に輸出していた。日本の医療機器メーカー
にて日本、アメリカ、イスラエル、韓国、中国などの企業から医療機器製品の輸入
販売権の交渉や、製品企画責任者として国産医療機器（人工股関節や呼吸器科消耗
品）の開発も行っていた。グロービッツコンサルティング社では、社長業だけに
留まらず、医療機器FDA申請、510 (k) 認可取得、営業代行、契約サポート、M&A、
医療保険収載等、アメリカ市場参入コンサルティングなど幅広く関わる。

浜松医科大学 学長  今野 弘之
浜松市産業部 スタートアップ推進担当部長  川路 勝也 氏
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はままつ次世代光・健康医療産業創出拠点
〒431-3192 静岡県浜松市中央区半田山 1-20-1　国立大学法人 浜松医科大学 医工連携拠点棟内
TEL.053-435-2438    URL：https://www.ikollabo.jp    E-mail：ikollabo@hama-med.ac.jp

開催趣旨
　メディカルイノベーションフォーラムは、浜松・東三河地域を中心とした医療分野の製品・技術開発の推進を目的とし
て開催され、今回で第１6回を迎えます。
　本地域はこれまで、文部科学省知的クラスター創成事業、浜松・東三河ライフフォトニクスイノベーション（文部科
学省地域イノベーション戦略支援プログラム）、文部科学省革新的イノベーション創出プログラム（COI  STREAM）
により、産学官が一体となって積極的に光・電子技術を基盤とした新産業創出を進めています。
　平成22年度からは「はままつ次世代光・健康医療産業創出拠点」（JST地域産学官共同研究拠点整備事業）が
設置され、地域の強みを活かした産学官連携による連鎖的・継続的な新技術の事業化、オンリーワン・ナンバーワン
製品の創出を推進することにより、健康・医療関連産業の基幹産業化、雇用の促進やベンチャー創出を通じて
本地域の活性化を目指しています。

　今回のメディカルイノベーションフォーラムにおきましては、基調講演にグロービッツコンサルティンググループ
代表の春山貴広氏をお迎えし、アメリカ進出を目指す企業と日本の医療機器会社の課題について、ご講演い
ただきます。
　医療機器の研究開発・技術開発・製品開発・事業化などに、関心をお持ちの多くの皆様のご参加をお待ちして
おります。

「はままつ次世代光・健康医療産業創出拠点」とは？
平成21年度JST地域産学官共同研究拠点整備事業の採択を受けて、浜松医科大学を中心に平成23年度から本格的にスタート
させた事業。光・電子関連技術を核とする地域イノベーション戦略推進地域構想「浜松・東三河ライフフォトニクスイノベーション」
において、連鎖的創出を目指す４つの新産業「次世代輸送機器産業」「新農業」「健康・医療産業」「光エネルギー産業」の一つで
ある「健康・医療産業」を担うものです。（「浜松・東三河ライフフォトニクスイノベーション」は平成28年度から「地域イノベー
ション・エコシステム形成プログラム（文科省）」へ継続。平成29年度に、光・電子技術を活用した未来創成ビジョンの実現に
向け、地域の光・電子技術を基盤とした産業振興を推進する「フォトンバレーセンター」を（公財）浜松地域イノベーション推進
機構内に設置。）地域の強みを生かした産学官連携による連鎖的・継続的な新技術の事業化、オンリーワン・ナンバーワン製品の
創出を推進することにより、健康・医療関連産業の基幹産業化、雇用の促進やベンチャー創出を通じて、本地域の活性化を目指
しています。


